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「ワンチームとやま」でワクワクする
富山県の実現を目指して

１．はじめに
富山県には、先人が築き上げた素晴らしい産業
集積や、多彩な歴史や文化、豊かで美しい自然な
ど国内外に誇るべき優れた基盤があります。
また、本県は日本海側の中心に位置し、東西南
北の各県・地域、さらには世界をもつなぐ「北陸
の十字路」です。
これらの強みを生かし、県民や民間企業、県内
15市町村が「ワンチームとやま」としてスクラ
ムを組めば、あらゆる分野で「地方の時代」のトッ
プランナーへと飛躍することができると考えてい
ます。
そのためには、北陸新幹線の大阪までの全線整
備、港湾、空港、道路の充実など社会資本整備が
重要であると考えています。
特に、「北陸の十字路」たる本県にとって、北
陸新幹線の敦賀開業、そして大阪延伸は欠かせな
いものであり、早期の整備に向け、北陸三県をは
じめ関係の皆様と一致結束して取り組んでいると
ころです。さらに、東海北陸自動車道の４車線化
や富山高山連絡道路等の骨格となる道路整備の推
進、伏木富山港や富山きときと空港の機能強化な
ども図ってまいります。
一方で、現在、新型コロナウイルス感染症の影
響により、厳しい経済状況が続いています。私は
知事就任時に大事な政策の一つとして、老朽化が
進んだインフラの更新を前倒しし、景気対策と県
土強靱化の双方を目指す、「令和の公共インフラ・
ニューディール政策」を掲げており、今の経済危
機を乗り越えるためにも、スピード感を持って進
めてまいります。

２．富岩運河環水公園の魅力向上
本県では、平成27年３月の北陸新幹線開業に

合わせ、富山駅付近連続立体交差事業や富
ふ
岩
がん
運河

環水公園の整備など魅力あるまちづくりを進めて
まいりました。
とりわけ、富山駅から徒歩９分の場所にある「富
岩運河環水公園」は、富岩運河の旧船だまりを利
用した水辺空間の整備により、今や多くの県民・
観光客の皆様で賑わっています。
この公園では、運河の両岸に遊歩道を設け、そ
の背後に芝生のスロープを配置しており、都市の
中に明るく開放的で緑豊かな水辺空間を創出して
います。
また展望塔を持つ天門橋や、多くの野鳥を観察
できるバードサンクチュアリを整備しているほか、
カフェやレストラン、富山県美術館など魅力ある
施設に囲まれています。

さらに、運河クルーズ船を運航するほか、公園
の魅力を一層高めるために年間を通して、官民が
一体となった多彩なイベントが実施されています。
引き続き、公園一帯の賑わい創出に向けて、さ
らなる魅力向上に取り組んでまいります。

３．富山湾岸サイクリングコース
立山連峰をはじめとした標高3,000メートル級
の山々から一気に水深1,000メートルの海底に到
達する富山湾は、世界的にも類を見ない、ダイナ
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ミックな地形です。
また、海越しに望む立山連峰など世界でも類ま
れな美しい景観が広がり、平成26年に「世界で
最も美しい湾クラブ」への加盟が承認されました。

本県では、富山湾の魅力をさらに高めるため、
美しい景色を楽しみながらサイクリングをしてい
ただけるよう、車道部の路肩等にコースの目印
（ナビゲーターライン）を設置するほか、誘導標
識や距離標等を整備するなど、全長102㎞に及ぶ
「富山湾岸サイクリングコース」を整備しています。
本年５月には、このコースが、国（国土交通省）
において、日本を代表するサイクリングコースと
して国内や海外へPRする「ナショナルサイクル
ルート」に指定されました。
この指定を契機に、サイクリングを愛する多く
の方々に本県にお越しいただき、サイクリングと
様々な魅力を満喫いただきたいと考えています。

４．「立山砂防」の世界遺産登録に向けて
急峻な地形により、本県には急流河川が多く存
在し、昔から幾度となく河川が氾濫したため、先
人たちは持てる知恵や技術を駆使しつつ、治水や
砂防に懸命に取り組んでまいりました。
その代表例が「立山砂防」です。常願寺川最上
流に位置する立山カルデラでの土砂流出対策とし

新
にっ

 田
た

  八
はち

 朗
ろう

富山県知事

て、土砂の生産を抑制する泥
どろ
谷
だに
堰堤と土砂を扞

かん
止
し

する白
しら
岩
いわ
堰堤、中流で貯砂や土砂の調節を行う本

ほん

宮
ぐう
堰堤を整備することにより、下流域の富山平野
の安全を確保する水系一貫の砂防システムの典型
が確立されており、世界的にも高い歴史的・文化
的価値を有していることから、本県では、世界遺
産登録に向け取り組んでいるところです。
これらは、「常願寺川砂防施設」として重要文
化財にも指定されているほか、平成30年に本県
で開催された国際防災
学会（インタープリ
ベント）で、「立山砂
防は顕著な普遍的価値
を有しており、今後世
界の人々の参考となる
よう、人類共通の遺産
として共有していくべ
きものである」との富
山宣言が採択されるな
ど、その評価が一層高
まってきているところ
です。

５．おわりに
今後とも、関係の皆様とワンチームとなって、
社会資本整備をはじめ様々な取組みを進め、県民
の皆様が希望と笑顔に満ちあふれ、夢をかなえる
ことができる、ワクワクする新しい富山県をつ
くってまいります。
なお、本年９月には、（一社）全日本建設技術
協会の建設技術講習会が本県で開催される予定で
す。皆様のお越しを心よりお待ちしています。

雨晴から海越しに望む立山連峰

白岩堰堤


